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い
い
予
感

い
い
予
感

還
暦
祝
い
潮
見
小
児
童
が
Ｐ
Ｒ

宮
内
伊
予
柑

救急病院当番表（3月）を7面に
掲載しています。

一 人でも多くの 人を笑 顔に　 幸 せ実 感 都 市  まつやま

No.1288

■坂の上の雲ミュージアム 企画展 テーマ展示 …8面
■新タウンミーティング開催 ………………2面
■市民ガイド ……………………………3～7面

■地区別ごみカレンダー配布 ………………8面

　
語
呂
合
わ
せ
で
「
い
い

4

4

予4

感
」
と
な
る
１
月
14
日

午
後
１
時
14
分
、
平
田
町

の
宮
内
伊
予
柑
園
地
で
潮

見
小
学
校
４
年
生
５
人
が

宮
内
伊
予
柑
の
収
穫
を
開

始
。
児
童
ら
は
宮
内
伊
予

柑
の
特
徴
な
ど
を
生
産
者

か
ら
学
び
、
一
つ
一
つ
丁

寧
に
摘
み
取
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
児
童
ら
は
道

後
温
泉
椿
の
湯
で
、
園
地

で
聞
い
た
生
誕
秘
話
や
生

産
者
の
想
い
を
伝
え
な
が

ら
摘
み
立
て
の
宮
内
伊
予

柑
約
４
０
０
個
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
受
け
取
っ
た
入
浴

客
は
湯
船
に
入
れ
、
香
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
学
生
の
若
い
活
力
や
柔
軟
な
発

想
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
そ
う
と

募
集
し
た
「
第
16
回
学
生
に
よ
る

政
策
論
文
」
の
入
賞
者
表
彰
式
が

１
月
16
日
、
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
政
策
論
文
は
市
内
外
の
学
生
か

ら
46
件
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀

賞
に
中
川
晴
香
さ
ん
、
井
伊
し
お

り
さ
ん
、
上
田
可
奈
子
さ
ん
、
大

野
紋
奈
さ
ん
、
塩
出
真
央
さ
ん
、

近
本
夏
鈴
さ
ん
、
西
岡
陽
さ
ん
、

橋
本
万
希
子
さ
ん
、
福
田
俊
介
さ

ん
、
渡
辺
華
奈
さ
ん
、
岡
信
哉
さ

竹下 光英くん

　
か
ん
き
つ
王
国
・
愛
媛
を
代
表
す
る
品
種
「
宮
内

伊い

予よ

柑か
ん

」
が
生
誕
60
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し

消
費
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
林
水
産
課
☎ 
948
６
５
６

８
・

 

934
１
８
０
８
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
政
策
課
☎ 

948
６
３
４
１
・

 

934
１
８
０

４
へ

　普段何気なく食べて
いた宮内伊予柑の素晴
らしさを学びました。
甘くておいしい宮内伊
予柑をたくさんの人に
食べてほしいです。

入浴客に摘み立ての宮内伊予柑をプレゼント

プレゼントのために宮内
伊予柑を磨く 生産者から学ぶ児童

入賞者の皆さん

宮内伊予柑 味わって！

ん
（
全
員
松
山
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ

ジ
２
年
）の
中
之
川
通
り
の
活
性
化

を
テ
ー
マ
に
し
た『
松
山
デ
ザ
イ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
の
講
評
で
野
志
市
長

は「
花
園
町
通
り
の
空
間
改
変
後
、

で
き
れ
ば
中
之
川
通
り
に
取
り
組

み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
入
賞
者
（
敬
称
略
）

優
秀
賞

『「
お
み
や
げ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

−

悩
め
る
お
み
や
げ
選
び
を
全
力

サ
ポ
ー
ト
!!
』

武
本
侑
子
（
松
山
大
３
年
）

佳

　作

『
学
生
主
催
！
高
齢
者
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
』

森
田
愛
悠
、
八
束
茉
奈
、
林
郁
佳
、

大
内
智
絵
（
全
員
愛
媛
大
３
年
）

佳

　作

『
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
や
さ
し
い
松
山
』

甘
井
由
里
、
早
瀬
萌
美
、
土
井
爽

香
、
竹
本
早
耶
香
（
全
員
松
山
大

４
年
）

ア
イ
デ
ア
賞

『
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
学
生
の

連
携
～
そ
の
課
題
と
仕
組
み
～
』

安
田
真
菜
、
亀
田
真
美
、
畔
元
真

弥
（
全
員
愛
媛
大
３
年
）

【受賞の声】賞を頂き、光栄です。中之
川通りは昔、三津浜から荷物を運ぶ水運
の要所として栄えたようですが、これか
らは、デザインを発信する場所として発
展すればいいなと思い、提案しました。
いつか実現し、松山がさらに豊かになれ
ばうれしいです。
【概要】中之川地下駐車場を中心とした
地域を若手クリエイターや学生がクリエ
イティブな活動ができる場所に整備する
など、中之川通りにデザインに特化した
環境をつくり出し、観光施設から中心市
街地に観光客を呼び込む流れを創出する。

第16回第16回

学
生
に
よ
る
政
策
論
文 

表
彰
式

最
優
秀
賞

プレゼンする中川さん、福田
さん、近本さん（左から）

『
松
山
デ
ザ
イ
ン

　ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』

中
之
川
通
り
を
デ
ザ
イ
ン
拠
点
に

◦故宮内義正氏が偶
然伊予柑の突然変
異を発見し命名

◦甘さと酸味のバラ
ンス・香りが良い

◦伊予柑の大半がこ
の品種で全国生産
量のおよそ半分を
本市が占めている

宮内伊予柑って？

保
存
し
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
か
ま
た

　お
役
に
立
ち
ま
す

松山市コールセンター（８〜21時・年中無休）☎946−4894・ 947−4894・ 4894call@city.matsuyama.ehime.jp
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